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JICA（国際協力機構）海外派遣
当院管理栄養士がJICA海外活動に参加！

日本心臓リハビリテーション学会
2025年11月第10回東北支部地方会にて演題発表！！

JSPEN国内施設研修
臨床栄養に携わる若手医療
従者が、最新の知見や実践を
直接学ぶ機会として活躍して
頂ける制度を利用し
大阪国際がんセンターで
研修させて頂きました！

■管理栄養士 神田美里■
入院および外来における栄養管理の実際
NST回診カンファレンスやHCU・ICUの
カンファレンスの参加を通じて
患者背景や治療内容、これまでの治療歴
等を踏まえて低栄養リスクを早期に
見極め、低栄養に陥らせない・悪化させ
ないことの重要性を改めて実感し、迅速
で適切な栄養管理を行うための栄養管理
方法を学ばせて頂きました。研修で得た
学びを今後の実践に活かし、患者の栄養
状態の改善に一層貢献していきたいと
思います。

■管理栄養士 齋藤佑香■
今回「当院心不全入院患者における多職種カンファ
レンスの取り組み」というテーマで
当院循環器内科で行っている心不全カンファレンス
とNSTカンファレンスでの取り組みと、当院心不全
患者の栄養状態と心臓悪液質の有病率を調査し発表
させて頂きました。今後は、より効率的な介入に
向け、多職種による介入群と非介入群との比較を
通じた効果検証や適切な対象抽出、介入時期に
ついて検討を重ねていきいと思います。

■管理栄養士 宮下朋子■
JICA（国際協力機構）の依頼より、2025年
11月４日～14日までの南米ペルーへ調理学
分野の技術エキスパートとして派遣され
ました。ペルーは日系人が多く暮らす国で
日本料理とペルー料理を融合させた
「ニッケイ料理」は世界的に注目されて
います。現地では一般市民向け和食講演と
一汁三菜の実演、カトリカ大学での和食
講演を行いました。多くの参加者が集まり
リマ市長より感謝状を頂き、ペルー人の
和食への高い関心を実感しました。
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